「え、。 でも、 レスト ラントでなくて 素人のお うちで 

かう いふお 料理 珍しい と 思 ふわ」 

「素人 ぢゃ) J ざいません わ。 店の 司 厨 長 を 呼び寄せ て 、 

みな 下で 作らして 居ます のよ」 

「わざく、 まあ、 恐れ入りました」 

しょうしゃ 

「私、 最近に 下町で 瀟洒な レスト ラント を 始めよう 

と 思って、 店 や 料理人 を 用意して あります のよ」 

女主 人 は レモンの 汁 を 私の 皿の 手前に 絞って 呉れ、 

からし 

程よ く 食塩と 辛子 を 落して 呉れた。 私 は 大きな 松の 実 

の やうな 菜果を 手探りで 皮 を 一 枚 づゝ剝 ぎ、 剝げ 根に 

かたま 

ちょ つぼり 魄 つてつ いて ゐる 果肉に 薬味の 汁 をつ け 



して ゐる 期間に、 望まれて 父親の 知合 ひで 郊外に 隠 寮 

を 持つ 退職 官吏 Y の 家へ 客分と して 預けられる ことに 

なった。 

しゅうし ゆうひん こと 

退職 官吏 Y の考 へで は、 自分の 蒐集 品の 殊に こま 

かい 細工 もの、 昔 人形 や、 壊れ もの、 陶 もの 類 は、 

骨董 美術品 商の 娘で あるかの 女の 馴れて 丹念な 指先が、 

手入れ 保存に 適当 だと 思った からであった。 かの 女の 

父 はまた かの 女が たと へ 富んだ 老舗の 長女で も、 下町 

の 娘で あるから には鎂 けに 至らぬ 我儘な ところが あら 

う。 一度 は 上層 智識 階級の 家へ 入れて 見習 はしたい と 

いふ 昔風の 考 へがあった。 雪 子の 父 はな まじな よその 



夫人より Y 家の 主人 を 非常に 厳格な 鎂け 正しい 人と 信 

じて ゐ たから …… 

かの 女 はちよ つと した 嫁入 支度 ほどの 調度 を 持って、 

Y の 隠 寮へ 寄寓した。 



あてが はれた 庭 向き の 客 座敷 の 隣の 八 畳へ 調度 を収 

めて、 女らしい 部屋に して かの 女 は 落着いた。 家長の 

Y は、 かの 女が 落着く とすぐ 部屋に 兵児帯 を ちょっき 

だいひょう 

り 結びに した 大兵 の 体 を 唐突に 運び入れて 来て、 

办 桁に かけた 紅 入りの 着 もの や、 刺繡 をした 鏡台の 覆 



ひ を まじ/ \ と 見て， 

「娘の 子 を 一 人 持った やう だ」 

これが 精一杯の お世辞の 挨拶 だとい ふやう に、 ぶつ 

きら 棒に 云った。 そして 直ぐ 椽 から 盆栽 棚の たくさん 

並んで ゐる 庭へ 下りて 行った。 

その後 は Y は 一度 も 部屋に 見舞って 来なかった。 そ 

して とても 仕切れない ほどの 所蔵 品の 手入れ を 命じた 

り、 観賞す るた めにあれ これと 蔵から 出し入れ させら 

うる 

れて煩 さかった。 彼 は 偏執 症の 蒐集 慾 以外に 精力 を 使 

ふこと を 絶対に 嫌った。 早く 妻に 訣れ てから は、 異性 

に は 全然 関心 を 持たなかった。 それ は 彼の 最も 世の中 



リこぅ きょうわく 

で 価値 ありと する 品と か 気位と か 悧巧と か を 誑 惑 す 

ましょう ほか 

る 魔性の ものに 外なら なかった。 た、 V 彼 は 気短 かにな 

つて、 しばく 癇癩を 起した。 それらの 性癖の 諸 点 

が 却って 彼 を 厳格 端正に 表面化 させた の だと 雪 子 は Y 

に 就いての 世評の 裏 を 知った。 



何に でも 極度に 好き 嫌 ひ をつ ける Y は、 自分の 息子 

うめ まろ ちょうじ 

兄弟に も それ をした。 弟息子の 梅 麿 は 父の 唯一 の 寵児 

しもぶ く うりざねがお 

だった。 彼 はや、 下膨れの 瓜実顔の、 こん もり 高い 鼻 

の 根に 迫らぬ やう 切れ目 正しくつ いて ゐる 両眼の 黒い 



も その 中で 最も 気に入った 一 つの もの、 やうに、 書斎 

で、 庭で、 二人 は 大概 一緒だった。 そして 父 はこの 息 

し.. こて 

子に 下手から お世辞 を 使 ふ 態度 を 取って ゐた。 梅 麿 は 

父が お世辞 を 使 ふ 気持 を 見抜いて、 とぼけて 悠々 とお 

世辞 を 使 はれて ゐた。 だが 決して 調子に乗らなかった。 

そして、 父が 理由 もな く 癇癩を 起し かけて 来る と、 少 

きれい 

女より や、 し つかりした 綺麗な 唇を嬌 然と 笑み かけて、 

あどけな いこと を 云った リ、 親 を 煽てたり、 他人の 悪 

口 を 云ったり、 およそ 父の 弱点が 喜び さうな ところ を 

衝 いて、 素知らぬ顔で 父の 気分 を 持ち直させる ことに、 

け ざと ほうかん 

気 敏ぃ封 巾 間の やうな 妙 を 得て ゐた。 



雪 子 はい やらし いと 思 ふ 以上に、 その 技巧の 冴えに 

驚嘆した。 だが、 梅 麿 は 父 以外に は その 手 は 絶対に 使 

はなかった。 

父の 気紛れが、 面白くない 仕 辛い 仕事 を 望む ときに 

は、 梅 麿 はす ー つと 脇へ 除け た。 夜中に 急に 風呂 を 沸 

えん しま 

かさせたり、 椽の 下の 奥に 蔵って ある 重い もの を 取 出 

ともの すけ 

さしたり さう いふ ときには 兄の 辆之 助が、 ぶ 

しよ-つ 

つくい ふ 召使 を 困りながら 指揮して、 その 衝に当 

つた。 

父 はこの こと を 知って ゐて、 

「梅 は 狡い やつ だ」 



面倒臭く 思って 伸び をしたり、 または 芸術と いふ 不思 

議な 幻術が 牽き 入れる 物 憎い 恍惚に 浸ったり して ゐる 

と 兄 はお づく 入って 来る。 

たてひざ すわ 

彼 はかの 女の 傍に 立 膝して 坐る と、 いくらか 手入れ 

を 手伝 ひながら、 かの 女の 気配 を 計った。 かの 女の 丸 

い 顔 を いぢら しさう に 見た。 

「うち は、 これでね、 思った ほど 豊か ぢ やな いんです 

よ。 何しろ 父 は あ、 いふ 風で せう。 何でも 見付け 次第 

買つ ちまって、 ときん \ 月末の 生活費の 払 ひの 現金に 

も 困る ことがあ るんで す」 

かの 女 は 興味 索然と しながら 話に 釣り込まれた。 



「あなた 方 ご兄弟 は 将来 どうす るお 積り」 

「父が 生きて ゐる うち は 今の 財産 を 使つ ちま つても、 

父の 恩給で 来 代ぐ らゐ はあり ますが、 父が 死んだら こ 

んな 道具 類で も ぼ つ /\ 売 つて 喰つ て 行く より 手 は あ 

にせもの 

りません。 それにしても 贋物が 多くて」 

「持参金 附き のお 嫁さん でもお 貰 ひに なったら いか > 

ご兄弟 とも美 男子 だしお 家柄 はよ し」 

からか ま 

かの 女 は 揶揄った。 辆之助 は 真に 受けた。 

「だめです よ。 第一 僕 等に 学歴 はなし、 それに かう 見 

えて、 僕 は 女に 対して うんと 贅沢な 好み を 持って ゐる 

ん です」 



「弟さん は」 

「あれ は 父と 同じに 女 嫌 ひらし いです」 

さう かと 思 ふと またの 日 は 急に 朗らかで、 いそ/ \ 

して 来て、 どこから 探し出して 来た か、 古風な 猥らな 

絵巻物 を かの 女に そっと 拡げ かける やうな こと も あつ 

た。 かの 女 は 極力 平静 を 装って、 彼の 顔 を 正視した。 

「それ どこが 面白い ので ございます」 

すると、 彼 は 照れて、 

「僕に はもの を考 へない とい ふ モット— 以外に は 生き 

せつな しげき 

る 方法 はな いんです。 単に 刹那々々 の 刺戟の ほかに は 

…：- J 



と 負け惜しみの やうな こと を 云 ひながら、 手持ち 

不沙汰に それ を 巻き 納めて 部屋 を 出て 行く のだった。 

父の Y は 旧幕の 権臣の 家の 後嗣 者であった。 旧藩 閥 

の 明治の 功 傑た ち は、 新 政府に 従順だった 幕府 方の 旧 

ねぎら 

権臣の 家門 を犒ふ 意味から、 その 後嗣 者 を 官吏と し 

て 取り立てた。 Y は 相当な ところまで 出世した。 しか 

し、 Y の 持って 生れた 度外れの 気位と 我執の 性質から、 

ちょうじょう し ま 

たうとう 長 上と 衝突して 途中で 辞めて 仕舞った。 遺 

しゅう しゅうへき ふけ 

産の ある ま、 に 生来の 蒐集 癖に 耽って、 まだ 壮年 を 



わがまま ざん ま い 

ちょっと 過ぎた くら ゐの 年頃 を 我儘 三昧に 暮さ うと 決 

めて しまった。 恐るべき エゴイストの 墓標の やうな 人 

間であった。 

けんだか 

Y の 権高な 気風と、 徹底した 利己主義に、 雪 子 はや、 

にんきょう 

超人的な 崇高な 感じ は 受けた が、 下町 娘の 持つ 仁俠 

的な 志気 は Y に ひどい 反抗と 憎み を 持った。 あはよ く 

ちょう あ い ごうまん 

ば、 Y が 寵愛して ゐる 弟息子 を 奪って、 父の 傲慢の 鼻 

を 明かして やらう とさ へ ヒス テリ カルに 感じた。 

まぶた 

兄の 息子 は、 膨れ 目蓋 の し じゅう 涙ぐ んでゐ る やう 

に 見える、 皮膚の 水つ ぼい 青年だった。 女の ことで 一 

おちど うわさ 

度 落度が あつたと いふ 噂 だが、 しかし そのこと が 原 



の 梅 麿 はかの 女の 部屋に 来て ゐた 兄のと ころへ 珍しく 

入って 来て、 

く ほころ 

「兄さん、 僕に 出して 呉れた 着物、 綻びが 切れて るぢ 

やない か」 

たもと 

と 袂 を あげて 脇 を 見せた。 

すると 兄 ははら/^ しながら、 美しく 重圧して 来る 

まぶた 

弟の 黒い 瞳に 堪 へな いやう に 眼 を 伏せて 目蓋 をぴ 

リ/ \ させ、 

「だって、 いま、 婆や も 女中 も 使 ひに 出しち やって ゐ 

な いんだから 仕方がな いよ」 

すると 梅 麿 は 苦い ものに 内部から 体 を槎ぢ 廻され る 



うか やす 

そして、 生命力の 薄い、 物に 浮れ 易い 兄 は、 到底 弟の 

この 本能の 一 徹な慾 求 を 理解 もし 負担 もして やる 力 は 

ない の だと 思った。 兄 は 彼の 紛らし 易い 性分から、 彼 

ま つな 

の 愛の 慾 求 を 何 かに 振り撒き、 繫ぐ ことによって、 彼 

自身 だけの 始末 をつ けて ゐた。 彼 はこの 頃い よ/ \雪 

子に 向けて 心 を 寄せる 傾向が 見えて ゐた。 

兄 は 雪 子の 眼の 前で 針仕事 をす る 姿 を、 何としても 

見せたくない らしく、 いかに 弟に 迫られても 薄 笑 ひし 

ちお 

てゐ て、 応じなかった。 そして 顔色 を 蒼 ざめ さしたり 

急に 赤め たり、 しかも わきへ 避けて 行かないで、 だ 

ま うま く 

んく 眼と 口と が茫漠 となると ころ を 見る と、 一 種の 



いて、 それから 着て ゐた袷 も 脱いだ。 

「僕、 縫って 呉れないなら、 裸で 庭へ 出て 行く から I 

I」 

行き かける 風 さ へ みせた。 

兄 は あわて ゝ 弟を捉 へた。 

「だめ だよ。 そんなな りで、 君、 感冒 を ひく ぢ やない 

か」 

ろく まく 

兄 は 弟が 小さい 時 感冒から 肋 膜の 気になつ たの を覚 

きづか 

えて ゐて、 それ を 気遣った もの、、 もっと 大きな 原因 

は、 この 兄弟 は 生まれつき 肉体の 露出に ついては 不思 

しゅ-つち 

議な 羞恥の 本能 を 持って ゐた。 他人に 見られる やうな 



ところで、 どんな 必要の 場合で も 肌 を 脱いだり、 裾 を 

からげ たり は 決してし なかった。 兄弟 同志の 間で は、 

なほ 更 それ は 猥らな もの を 見る やうに 嫌った。 

いま 弟が それ を敢 てす るの は、 必死の 羞恥 を 突き付 

けて、 兄に 必死の 決意 を 促す 最後の 脅迫 手段だった。 

「君、 裸 を 垣根から 通る 人に 見られる ぢ やない か」 

「力ま 、ベ も- < 力」 

兄弟 は 死 の やうに 蒼 ざ めて 争った。 

兄 は 息が 切れる やうに 喘いだ。 眼 を 伏せて、 なる ベ 

く 見ない やうに して、 着物 を 弟に 着せよう とした。 弟 

は 肩で はねのけた。 幾度 か少 青年の 白磁 色の 身体が 



しても 嫌 ふ 裸身 を 雪 子の 前で すらりと 現 はすと いふ こ 

と は、 たと へその 目的 は 兄に 向って- V あると はいへ、 

副作用と して 雪 子 は 無視の 軽蔑 を斜に 受けない わけに 

は ゆかなかった。 だが、 こ、 に 至って 雪 子 は 怒らう と 

思っても なぜか 力が 脱け た。 

雪 子 を 女と して 少しも 顧慮され ない 自分 を、 急に 魅 

力の ない 卑しい ものに 感じて、 弟に 対して 感じて ゐる 

ふだんの 心の底の 寂し さ を 一 層 深めた。 

「仕方がな いやつ だな あ」 

兄 はたう とう 負けて、 雪 子が そこへ 置いて 来た 針 道 

えしゃく 

具 を、 ちょっと かの 女に 会釈して、 手元へ 引き寄せた _ 



針 さしから 手頃の 針 を 抜き取り、 針 先 を 頭の 髪の毛へ 

突き 込んで 油 を にじませた。 アイヌの 郷土 細工の 糸 巻 

から、 弟の 着物と 似合 ひの 色糸 を 見付けて、 針の孔へ 

ものな ほころ つくろ 

通した。 それから いかにも 物 馴れた 調子で 綻び を 繕 

ひに か、 つた。 

わび 

男の 針仕事 —— 。 いかにぎ こちな く、 佗しい 形で そ 

れが行 はれる こと だら う。 雪 子 は あらかじめ ぞ りつと 

寒気 を 催す と共に、 その 不快な 醜 さに よって かの 女の 

I きめ 

神経の 肌 質 を さ、 くれ 立た される こと を 覚悟して ゐた 

が、 兄の 手振り を 見て おやく と 思って 安心した。 よ 

り 以上に 感心した。 それ は 女の する 通りの 所作に 違 ひ 



ない が、 しかし その 通り を 男の 青年が する のに、 少し 

も 男の 格 を 崩し、 また 男の 品位 を 塩 垂れさす やうな 

め め くぼ み いだ しょうよう 

女々 しい 窪み は 見出せなかった。 従容と して、 た V 

たず さ 

優しい 仕事に、 男が いた はリ携 はって ゐる 自然の 姿 

に 外なら なかった。 結局、 兄の 性格と して それ は 身に 

ついた 仕事で あり、 弟へ してやって ゐる 平常からの 馴 

れ であり、 実は 好みの 就業と なって ゐ るの かも 知れな 

ヽ o 

レ 

「男の 針仕事 もい、 もの だ」 

と、 雪 子 は 胸の 中で さう 嘆声 を 漏らして ゐた。 

まば ゆ 

だが、 雪 子は羞 明い の を 犯して、 兄の 縫 ふ 傍に 立つ 



持つ 憂愁の 甘美 は、 西洋 的の 動物質と 東洋 的の 植物 性 

との 違 ひ は あるが、 梅 麿が 持つ ものと ほとんど 同じ だ 

つた —— 。 健 かな 肉付き は、 胸、 背中から 下腹部、 腰、 

しま ひよ * つ 

胴へ と締 つて 行き、 こどもの 豹 を 見る やうだった。 

リ ゆうちょう たし 

流暢で 構 梁の 糙 かな 肩の 頂 面に、 つん もり 扇形の 肉 

が 首の 附 根の 背後へ 上り、 そこから 青白く 微紅を 帯び 

くび もた 

た 頸が 擡げられた。 

だが、 雪 子の 魅せられ たの はさう いふ 一 々の もので 

はない。 何 代 か 封建制度の 下に 凝り 固めた 情熱 を、 明 

治、 大正に なって まだ 点火され ず、 若し 点火され たら 

うら ようえん ほのお 

恨みの 色 を 帯びた 妖 艷な焰 となって 燃えさうな、 全 
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